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中
山
正
清 

は
じ
め
に 

 

心
学
は
「
神
・
儒
・
仏
の
三
教
を
融
合
し
て
、
そ
の
教
旨
を
平
易
な
言
葉
と
通
俗
な

た
と
え
で
説
い
た
一
種
の
庶
民
教
育
」
（
『
広
辞
苑
』
第
五
版
）
で
、
江
戸
時
代
後
期
に

広
く
普
及
し
ま
し
た
。 

 

駿
河
・
遠
江
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
掛
川
が
そ
の
中
心
と
い
え
る
ほ
ど
盛
ん
で
し
た
。

本
稿
は
、
掛
川
に
お
け
る
心
学
の
興
隆
に
は
晨
園
と
そ
の
息
子
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
ま
す
。 

 

掛
川
で
心
学
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
報
徳
思
想
の
普
及
・
定

着
の
前
提
条
件
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
心
学
に
つ
い
て
の
研
究
は
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
本
稿
を
を
契
機
に
研
究
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

一
、
晨
園
か
ら
慊
堂
に
宛
て
た
手
紙 

掛
川
の
郷
土
史
家
で
西

南
郷
村
長
も
勤
め
た
袴

田
銀
蔵
（
一
八
七
六
～
一
九
六
七
、

鷹
邨
と
号
す
）
が
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
松
ヶ
岡
山
﨑
家
の
依
頼
を
受
け
て
編

纂
し
た
『
松
ヶ
丘
山
﨑
家
略
譜
稿
本
』
に
、
山
﨑
家
四
代
目
の
晨
園
（
一
七
七
四
～
一

八
二
九
）
が
掛
川
藩
校
教
授
だ
っ
た
儒
者
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四
四
）
に
宛

て
た
手
紙
が
載
っ
て
い
ま
す
（
以
下
、
引
用
文
に
続
く
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
大
意
）
。 

 

手
紙
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
五
月
八
日
の
も
の
で
、
晨
園
が
近
く
隠
居
す
る
意

向
を
示
し
、
隠
居
後
は
「
苟
も
世
の
微
益
ニ
も
相
成
候
事
を
生
涯
之
業
と
致
し
」
（
少

し
で
も
世
の
中
の
役
に
立
つ
こ
と
を
生
涯
の
仕
事
と
し
た
い
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
上
で
「
縦
令
身
者
何
程
之
艱
難
辛
苦
を
経
、
家
産
者
何
程
割
折
候
共
何
ヶ
事
業

不
相
立
候
而
者
死
而
不
瞑
義
ニ
御
坐
候
」
（
た
と
え
こ
の
身
が
ど
れ
ほ
ど
の
艱
難
辛
苦

に
見
舞
わ
れ
よ
う
と
、
家
の
財
産
を
ど
れ
ほ
ど
使
お
う
と
、
こ
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
な

け
れ
ば
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
）
と
、
強
い
覚
悟
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
何
を
し
た
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
晨
園
が
親
し
ん
で
き
た
儒
学
に

つ
い
て
は
、
「
既
に
半
百
に
も
近
き
候
得
者
、
夙
夜
勤
候
而
も
迚
茂
儒
業
な
と
の
出
来

候
気
遣
ひ
者
無
之
」
（
既
に
五
十
歳
近
い
の
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で
励
ん
で
も
と
て
も
儒
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学
を
極
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
と
い
い
ま
す
。 

 

そ
の
代
り
と
し
て
二
つ
の
事
業
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
心
学
の
興
隆
で

す
。
手
紙
で
は
、
「
先
生
之
晰
力
を
相
願
ひ
加
潤
飾
、
在
来
之
心
学
を
沙
汰
い
た
し
標

出
仕
度
」
（
誰
も
が
知
る
慊
堂
の
力
を
借
り
て
従
来
の
心
学
の
欠
点
を
除
き
良
い
と
こ

ろ
を
定
着
さ
せ
て
手
本
と
な
る
も
の
を
作
り
出
し
た
い
）
と
し
て
い
ま
す
。 

 

晨
園
が
挙
げ
る
も
う
一
つ
の
事
業
は
、
手
に
入
り
や
す
い
良
い
国
史
の
書
籍
が
な
い

の
で
、
慊
堂
を
総
裁
と
し
一
、
二
人
の
書
生
と
と
も
に
五
、
六
年
か
け
て
国
史
を
編
纂

し
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
く
だ
り
は
、
地
方
の
文
化
人
が
日
本
の
歴
史
に
つ
い

て
の
知
識
を
渇
望
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容

で
す
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
詳
細
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
「
右
二
事
之
外
尚
又
、
先
生
之
思
召
を
以
面
白
き
御
工
夫
等
も
御
座
候
ハ
ゝ

御
教
示
被
下
候
様
奉
願
候
」
（
こ
の
ほ
か
慊
堂
先
生
に
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
御

教
示
く
だ
さ
い
）
と
も
記
し
て
い
ま
す
。 

 

二
、
手
紙
の
結
果 

 

晨
園
は
手
紙
で
知
ら
せ
た
と
お
り
、
翌
文
政
六
年
正
月
に
家
業
を
長
男
の
万
右
衛
門

（
一
八
〇
八
～
一
八
三
二
、
幼
名
儀
一
、
長
じ
て
祝
蔵
）
に
譲
っ
て
い
ま
す
。 

 

で
は
、
心
学
の
興
隆
、
国
史
の
編
纂
と
い
う
晨
園
の
提
案
に
、
慊
堂
は
ど
う
答
え
た

の
で
し
ょ
う
か
。
慊
堂
の
「
与
山
﨑
晨
園
書
」
（
『
慊
堂
遺
文
』
所
収
）
は
文
政
五
年
十

二
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
晨
園
か
ら
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
も
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

「
与
山
﨑
晨
園
書
」
で
は
、
既
に
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
掛
川
藩
校
教
授
を

辞
し
て
い
た
慊
堂
が
、
江
戸
の
活
動
拠
点
と
し
て
建
設
し
て
い
た
羽
沢
山
房
（
現
東
京

都
渋
谷
区
）
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
こ
と
を
「
羽
沢
村
舎
既
成
」
と
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
建
設
に
掛
か
っ
た
費
用
と
晨
園
か
ら
の
多
額
の
援
助
に
も
触
れ
、
「
賢
者
之
雅
貺

（
が
き
ょ
う
：
お
く
ゆ
か
し
い
贈
物
）
」
な
ど
と
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
晨
園
か
ら
の
援
助
額
に
つ
い
て
鈴
木
瑞
枝
著
『
松
崎
慊
堂
』
（
研
文
出
版
）

は
「
与
山
﨑
晨
園
書
」
の
記
述
か
ら
千
二
百
十
匁
（
約
二
百
両
）
と
み
て
い
ま
す
。 

 

晨
園
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
「
想
賢
者
遂
志
有
日
、
又
必
践
約
」
（
晨
園
の
志
を

遂
げ
る
日
が
来
る
こ
と
を
思
い
、
必
ず
約
束
は
実
行
し
ま
す
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
し
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か
し
、
慊
堂
が
心
学
の
興
隆
や
国
史
の
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
様
子
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

晨
園
没
後
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
な
っ
て
慊
堂
は
『
縮
刻
開
成
石
経
』
の
刊

行
に
向
け
た
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
同
十
二
年
頃
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
開
成
石
経
は

唐
の
開
成
二
年
（
八
三
七
）
に
建
て
ら
れ
た
儒
教
の
経
典
を
刻
ん
だ
石
碑
で
、
こ
の
刊

行
の
狙
い
を
鈴
木
著
『
松
崎
慊
堂
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 
 

復
古
学
、
考
証
学
の
立
ち
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
慊
堂
は
、
今
ま
で
準
拠
し
て

き
た
宋
元
の
経
典
諸
本
は
、
そ
の
頃
の
学
者
が
妄
り
に
改
竄
を
加
え
た
も
の
な
の

で
信
頼
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
、
そ
こ
で
開
成
石
経
を
そ
の
基
に
据
え
、
そ

の
欠
け
た
所
は
諸
本
を
照
ら
し
て
補
い
、
ま
た
文
字
を
厳
密
に
肯
定
し
て
正
し
い

も
の
と
し
、
以
て
後
学
に
便
あ
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

晨
園
か
ら
多
額
の
援
助
を
受
け
た
慊
堂
は
、
心
学
興
隆
や
国
史
編
纂
で
は
な
く
『
縮

刻
開
成
石
経
』
の
完
成
で
晨
園
に
報
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

三
、
晨
園
の
心
学
理
解 

 

晨
園
と
心
学
に
話
を
戻
し
、
慊
堂
へ
の
手
紙
で
晨
園
は
心
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
の
か
、
関
係
個
所
の
全
文
を
太
字
で
以
下
に
示
し
ま
す
（
句
読
点
は
筆
者

に
よ
る
）
。 

當
時
世
上
に
行
れ
候
心
学
と
申
も
の
、
石
田
勘
平
、
豊
嶋
堵
庵
、
中
澤
道
二
之
輩

相
継
、
其
後
道
二
之
弟
子
脇
坂
義
道
と
申
者
右
之
説
を
受
継
世
間
を
説
廻
り
、
其

後
、
官
命
を
蒙
候
由
ニ
而
街
道
筋
な
と
折
々
往
来
仕
、
先
年
其
説
を
承
り
候
事
も

御
坐
候
得
共
、
彼
三
輩
と
は
遙
ニ
劣
り
候
者
に
而
、
甚
鄙
俚
な
る
事
ニ
御
坐
候
。

三
輩
之
中
道
二
者
殊
に
勝
れ
た
る
者
之
由
承
り
候
に
付
、
其
撰
著
な
と
彼
是
閲
し

候
處
、
濂
洛
之
奥
義
を
能
呑
込
候
者
ニ
而
、
其
上
聖
賢
之
金
言
要
語
を
摘
出
し
、

種
々
世
界
の
事
物
ニ
引
當
比
喩
い
た
し
、
其
上
禅
語
な
と
を
工
み
に
取
ま
せ
、
蠢

愚
の
耳
に
入
易
き
よ
ふ
に
平
語
に
綴
り
至
て
深
切
成
も
の
ニ
御
坐
候
。
近
頃
上
方

邊
に
右
道
二
之
者
流
な
と
有
之
、
當
世
の
風
俗
を
考
民
間
を
喩
し
既
に
風
俗
を
移

し
候
事
茂
間
々
有
之
、
僧
之
談
義
説
法
な
と
よ
り
は
遙
に
勝
り
候
由
兼
而
承
り
及

居
候
ニ
付
、
試
に
京
浪
に
遊
ひ
右
者
流
の
尤
な
る
者
を
尋
暫
く
承
り
候
ハ
ゝ
其
説

様
等
之
始
末
を
授
り
候
義
ハ
為
差
事
も
有
間
敷
、
其
上
、
先
生
之
晰
力
を
相
願
ひ

加
潤
飾
、
在
来
之
心
学
を
沙
汰
い
た
し
標
出
仕
度
、
一
ツ
の
心
掛
ケ
ニ
御
坐
候
。
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若
鄙
懐
之
通
成
就
致
し
候
上
は
郷
里
之
児
女
輩
且
者
御
領
内
之
村
吏
な
と
へ
丁
寧

喩
し
聞
候
ハ
ゝ
感
発
い
た
し
、
風
俗
淳
朴
に
移
り
候
者
も
追
々
可
有
之
様
致
度
拙

之
老
婆
深
切
ニ
御
坐
候
。
且
は
、
君
恩
之
萬
一
茂
報
し
候
赤
心
ニ
御
坐
候
。 

 

こ
こ
で
は
ま
ず
、
石
田
勘
平
（
梅
岩
）
、
豊
嶋
（
手
島
）
堵
庵
、
中
沢
道
二
、
脇
坂
義

道
（
義
堂
）
と
い
っ
た
主
要
な
心
学
者
を
挙
げ
、
中
沢
道
二
が
殊
に
優
れ
て
い
る
と
聞

い
て
そ
の
著
書
を
読
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
道
二
は
「
濂
洛
之
奥
義
を
能
呑
込
」

（
朱
子
学
の
前
提
と
な
る
宋
学
の
奥
義
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
）
と
指
摘
し
、
儒
教
の

聖
人
の
言
葉
を
現
実
世
界
の
出
来
事
に
た
と
え
た
り
、
禅
語
を
織
り
交
ぜ
た
り
し
て
、

わ
か
り
や
す
く
親
切
に
記
し
て
い
る
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

晨
園
は
心
学
を
大
衆
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
か
み
砕
い
た
儒
学
と
と
ら
え
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
京
・
大
坂
で
道
二
の
流
れ
を
汲
む
優
れ
た
心
学
者

を
探
し
て
教
え
を
受
け
る
と
と
も
に
、
慊
堂
の
力
を
借
り
て
心
学
を
さ
ら
に
洗
練
し
て

地
元
に
普
及
さ
せ
、
「
風
俗
淳
朴
に
移
り
候
者
も
追
々
可
有
之
様
致
度
」
（
風
俗
が
淳
朴

な
者
も
追
々
現
れ
る
よ
う
に
し
た
い
）
と
い
っ
て
い
ま
す
。 

 

四
、
太
田
資
愛
時
代
の
心
学 

晨
園
が
手
紙
で
脇
坂
義
道
の
講
釈
を
聞
い
た
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
大
都
市
や
主

要
街
道
筋
で
は
心
学
者
の
講
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
大
名
に
も
心
学

を
修
め
る
者
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
掛
川
藩
主
太
田
資
愛
（
一
七
三
九
～
一
八
〇
五
）

も
そ
の
一
人
で
、
石
川
謙
著
『
石
門
心
学
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、
資
愛

と
世
子
資
順
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
か
ら
享
和
年
間
に
か
け
て
江
戸
で
中
沢
道
二

に
つ
い
て
心
学
を
修
め
た
と
い
い
ま
す
。 

 

た
だ
同
書
に
よ
る
と
、
「
（
資
愛
の
手
で
）
心
学
者
を
聘
し
て
領
内
に
布
教
せ
し
め

た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
甲
斐
を
中
心
に
教
化
普
及
活
動

を
し
て
い
た
志
村
天
目
（
礼
助
、
一
七
四
六
～
一
八
一
七
）
が
遠
江
国
に
も
心
学
を
普

及
さ
せ
て
い
て
、
掛
川
近
辺
で
は
小
松
（
現
掛
川
市
、
旧
曽
我
村
大
字
平
野
の
内
）
に

十
五
人
、
掛
川
に
一
人
の
門
下
生
が
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。 

 

天
目
死
後
は
小
松
の
心
学
も
振
る
わ
ず
、「
文
化
期
は
お
そ
ら
く
白
紙
時
代
で
あ
つ
て

見
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
文
政
に
入
つ
て
掛
川
を
中
心
と
し
て
こ
の
国
（
遠
江
）
の
心

学
が
新
に
台
頭
し
て
来
た
」
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
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文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
陸
奥
出
身
の
菊
池
良
貞
が
掛
川
に
来
て
心
学
を
唱
え
た
こ

と
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

五
、
掛
川
に
お
け
る
心
学
の
興
隆 

 

晨
園
が
心
学
の
興
隆
を
提
案
し
た
文
政
五
年
は
、
こ
の
「
白
紙
時
代
」
に
当
た
り
ま

す
。
晨
園
と
し
て
は
掛
川
の
心
学
を
再
興
し
一
層
盛
ん
に
し
た
い
と
い
う
考
え
だ
っ
た

の
で
す
。 

引
き
続
き
『
石
門
心
学
史
の
研
究
』
を
み
て
い
き
ま
す
と
、
岡
田
良
一
郎
（
一
八
三

九
～
一
九
一
五
）
の
著
し
た
『
池
田
孝
路
先
生
伝
』
か
ら
次
の
記
述
を
引
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
こ
で
孫
引
き
し
ま
す
。 

 
 

于
時
文
政
九
丙
戌
、
陸
奥
人
菊
池
良
貞
、
唱
二

心
学
一

至
二

掛
川
一

。
教
レ

人
丁
寧
深

切
、
士
民
争
入
二

其
門
一

。
先
生
（
註
、
池
田
孝
路
）
亦
質
レ

疑
。
累
レ

日
頗
受
レ

益
。

於
レ

是
、
与
二

戸
塚
勘
六
・
山
﨑
万
右
衛
門
・
大
庭
代
助
・
村
松
熊
平
・
飯
田
伝
右

衛
門
・
高
村
重
蔵
等
一

、
結
レ

社
講
二

其
学
一

。 

 

掛
川
の
町
民
た
ち
は
菊
池
良
貞
の
講
話
を
聞
い
て
、
心
学
者
池
田
孝
路
（
一
七
九
五

～
一
八
七
三
）
を
中
心
に
講
舎
を
結
成
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
山
﨑

万
右
衛
門
の
名
前
が
見
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
山
﨑
家
の
墓
地
が
あ
る
徳
雲
寺
（
掛
川
市
西
町
）
に
「
菊
池
良
貞
碑
」
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
良
貞
が
掛
川
で
講
じ
た
と
き
の
様
子
を
「
其
学
於
徳
雲
寺
月
余
遠
通
男

女
継
門
受
教
者
日
幾
百
人
就
中
数
十
輩
篤
信
之
旦
夕
親
炙
翁
之
左
右
而
風
俗
漸
変
」
と

記
し
て
い
ま
す
（
袴
田
鷹
邨
編
『
掛
川
町
内
寺
院
仏
堂
金
石
文
写
明
細
帳
』
）
。
つ
ま

り
、
良
貞
が
徳
雲
寺
で
一
カ
月
余
り
講
じ
た
と
こ
ろ
、
遠
方
か
ら
男
女
が
一
日
数
百
人

が
集
ま
り
、
そ
の
中
で
数
十
人
は
朝
か
ら
晩
ま
で
良
貞
の
側
で
熱
心
に
話
を
聞
き
、
民

情
が
変
わ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。 

 

こ
の
碑
文
か
ら
は
、
良
貞
が
講
じ
た
場
所
は
徳
雲
寺
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
池
田
孝
路
先
生
伝
』
の
記
述
と
併
せ
、
万
右
衛
門
も
「
篤
信
」
者
の
一
人
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
万
右
衛
門
は
、
隠
居
し
た
晨
園
の
跡
を
継
い
で
い
た
祝
蔵
だ
と
考
え
ら
れ
、
父
の

意
向
を
息
子
が
受
け
継
い
で
、
心
学
の
興
隆
を
図
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

良
貞
に
つ
い
て
は
、
陸
奥
の
人
で
文
政
十
二
年
九
月
六
日
に
常
陸
国
信
太
郡
の
門
人
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の
と
こ
ろ
で
死
去
し
た
と
い
う
以
外
に
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
池
田
孝

路
は
八
百
屋
繁
蔵
と
い
い
垂
木
村
（
現
掛
川
市
）
出
身
の
心
学
者
で
す
。
孝
路
は
、
天

保
七
年
三
月
に
掛
川
に
心
学
講
舎
「
止
敬
舎
」
、
同
年
六
月
に
各
和
に
「
敬
譲
舎
」
、
同

年
七
月
に
大
池
に
「
択
仁
舎
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
万
右
衛
門
ら
が
「
社
を
結
ん
だ
」

の
は
止
敬
舎
な
ど
の
講
舎
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

た
だ
し
、
祝
蔵
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
二
十
五
歳
の
若
さ
で
死
去
し
て
い
ま

す
か
ら
、
止
敬
舎
な
ど
の
設
立
に
関
与
し
た
の
は
、
祝
蔵
の
弟
で
山
﨑
家
六
代
目
を
継

い
だ
万
右
衛
門
（
一
八
一
一
～
一
八
六
六
、
初
め
才
兵
衛
、
知
盈
と
号
す
）
に
な
り
ま

す
。
晨
園
は
文
政
十
二
年
に
隠
居
後
の
志
を
果
す
こ
と
な
く
病
死
（
享
年
五
十
六
）
し

ま
し
た
が
、
二
人
の
息
子
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。 

 

な
お
、
池
田
孝
路
は
天
保
五
年
に
掛
川
藩
の
命
で
領
内
の
村
々
を
巡
講
し
、
同
十
五

年
に
は
止
敬
舎
の
敷
地
の
地
租
と
賦
役
を
免
除
さ
れ
る
な
ど
、
藩
も
そ
の
活
動
を
後
援

し
て
い
ま
し
た
。 

 

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
は
、
菊
池
良
貞
の
碑
の
隣
に
池
田
孝
路
の
碑
が
門
人
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
徳
雲
寺
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
点
か
ら
、
山
﨑
家
の
関

与
が
大
き
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

佐
藤
四
郎
さ
ん
（
以
善
会
）
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
孝
路
の
墓
は
掛
川
市
亀
甲
の
満

福
寺
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
孝
路
の
碑
が
満
福
寺
で
な
く
徳
雲
寺
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
徳
雲
寺
が
心
学
を
学
ぶ
人
た
ち
に
と
っ
て
は
記
念
す
べ
き
場
所
と
意
識
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

池
田
孝
路
碑
建
立
よ
り
前
の
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
、
山
﨑
庄
兵
衛
（
山
田

側
に
分
家
し
た
晨
園
の
四
男
才
右
衛
門
の
こ
と
か
？
）
が
山
田
側
（
掛
川
市
南
西
郷
）

に
江
戸
か
ら
心
学
者
中
村
徳
水
を
招
き
、
亡
き
晨
園
の
妻
世
為
（
せ
い
）
、
分
家
の
山
﨑

源
助
ら
が
集
ま
っ
て
講
話
を
聞
い
て
い
ま
す
（
及
川
大
渓
「
中
村
徳
水
の
駿
遠
地
方
に

於
け
る
心
学
教
化
」
：
『
地
方
史
静
岡
』
第
三
号
）
。 

 

寛
政
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
心
学
講
舎
は
全
国
に
約
百
七
十
舎
あ
り

ま
し
た
が
、
駿
河
・
遠
江
で
は
合
わ
せ
て
四
舎
だ
け
で
す
。
そ
の
う
ち
掛
川
城
下
と
そ

の
周
辺
だ
け
で
前
述
の
三
舎
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
掛
川
周
辺
で
心
学
が
い
か
に

盛
ん
だ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。 
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晨
園
は
慊
堂
へ
の
手
紙
に
「
郷
里
之
児
女
輩
且
者
御
領
地
内
之
村
吏
な
と
へ
丁
寧
喩

し
聞
候
ハ
ゝ
感
発
い
た
し
、
風
俗
淳
朴
に
移
り
候
者
も
追
々
可
有
之
様
致
度
」
（
郷
里

の
子
供
や
女
子
、
さ
ら
に
は
掛
川
藩
領
の
村
役
人
ら
に
丁
寧
に
諭
し
聞
か
せ
、
そ
れ
に

感
化
さ
れ
て
淳
朴
な
生
活
を
す
る
者
が
し
だ
い
に
現
れ
て
く
る
よ
う
に
し
た
い
）
と
書

い
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
実
現
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

た
だ
、
山
﨑
家
の
心
学
に
関
わ
る
活
動
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
前
記
の
事
柄
ぐ
ら
い

し
か
見
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
外
に
も
山
﨑
家
の
人
た
ち
が
止
敬
舎
で
講
話
を
聞

い
た
り
そ
の
活
動
に
財
政
的
な
援
助
を
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
し
だ
い
に

熱
意
が
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

六
、
報
徳
普
及
の
前
提
と
な
っ
た
心
学 

 

掛
川
に
大
日
本
報
徳
社
が
あ
り
、
報
徳
運
動
の
一
大
拠
点
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
掛
川
が
報
徳
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
岡

田
佐
平
治
・
良
一
郎
父
子
ら
の
活
躍
が
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
前
提
と

し
て
掛
川
で
心
学
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

『
石
門
心
学
史
の
研
究
』
は
、
「
（
心
学
は
）
堵
庵
以
来
段
々
に
唯
心
論
的
傾
向
が
濃

厚
に
な
つ
て
末
流
屢
々
抽
象
的
な
観
念
論
に
陥
る
情
勢
を
示
し
た
。
然
る
に
、
時
勢
は

逆
に
、
対
外
関
係
の
結
果
か
ら
も
士
庶
経
済
の
逼
迫
の
結
果
か
ら
も
、
益
々
経
済
更
正

の
必
要
を
痛
感
せ
し
め
ず
に
は
措
か
な
か
っ
た
」
と
、
天
保
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
心

学
と
世
情
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
上
で
、
報
徳
な
ど
の
思
想
が
「
経
済
更
正
の
方
途
を
指
示
す
る
教
義
と
建
前
を

堅
持
し
た
」
と
指
摘
し
、
心
学
に
よ
っ
て
領
民
生
活
の
改
善
向
上
を
図
っ
て
い
た
下
館
、

烏
山
、
谷
田
部
な
ど
北
関
東
の
諸
藩
が
「
天
保
年
間
に
袂
を
連
ね
て
報
徳
教
の
陣
営
に

飛
び
込
ん
で
し
ま
つ
た
」
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
御
殿
場
市
の
豪
農
で
心
学
普
及
に
尽
力
し
た
後
に
二
宮
尊
徳
の
指
導
を
受
け

て
報
徳
思
想
を
受
容
し
た
小
林
平
兵
衛
（
一
七
七
九
～
一
八
四
九
）
に
つ
い
て
の
研
究

も
あ
り
ま
す
（
仁
木
良
和
「
報
徳
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
」
：
『
立
教
経
済
学
研
究
』
四

十
七
巻
二
号
）
。 

心
学
か
ら
報
徳
に
移
っ
た
の
は
、
掛
川
で
も
同
様
で
し
た
。
つ
ま
り
、「
倹
約
・
正
直

等
の
徳
目
を
重
視
」（
『
角
川
新
版
日
本
史
辞
典
』「
心
学
」
項
）
し
て
、
そ
れ
を
わ
か
り
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や
す
く
説
く
だ
け
の
心
学
か
ら
、
生
活
の
改
善
や
生
産
の
向
上
策
を
具
体
的
に
示
す
報

徳
思
想
が
主
流
と
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
神
儒
仏
の
教
え
を
基
本
と
す
る
庶
民
道

徳
の
思
想
、
結
社
を
作
り
講
話
を
聞
か
せ
る
と
い
う
教
化
方
法
な
ど
は
心
学
と
報
徳
に

共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
心
学
が
掛
川
に
お
け
る
報
徳
思
想
の
普
及
の
前
提
に
な
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。 

（
了
）  


